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を置くべきか，三者でミー ティング、を行ってきた。ミー ティング、で確認、されたことを， r個別の教育支援計
酒Jや「個別の指導計画」で整理し，教育実践の手がかりとしてきた。そのことで，現在の生活はもちろん
将来の社会生活を豊かにするための道筋が明らかになってきた。また，学部移行の際，職員間で，必要
な場合には家庭も交えて，どのような支援が必要であるか引き継いできたことは，これまでの研究の成果
と言えよう。
また，本校では進路指導重点項目として，在宅者ゼロを目標に掲げている。ここ数年の卒業後の進蕗
状況を見てみると，在宅の割合は限りなくゼロに近い。卒業後すぐの進路先への移行は，待機待ち等の
理由によりゼロではないが，少なくとも卒業1年後の進路先への移行は実現できている。
しかしながら，長期に護る安定した就労を切り口として分析してみると，職業評価の上では作業スキル
が高く十分に就労できる力はあるものの，離職してしまうケースは少なくない。その理由として，コミュニケ
ーションを図ることが難しく相手の気持ちを捉えにくい，社会生活での役割やノレールを受け入れにくい，
意志決定に伴う責任の下よりよい方向に決めることができずに，本人が自信を失い良好な人間罷係を築
けないなどが挙げられる。
これらのことは，社会への出口である高等部での指導・支援だけでは難しく，小学部から将来の社会
生活へ向けて段階的に準備を進め，小中高一貫して一人一人に応じたfキャリア発達jを形成していく必
要がある。つまり，児童生徒が教師の計画的な支援・指導の下，成功体験を味わいながら自信を持ち，
勤労観・職業観を培い，主体的な社会生活へ向けて準備を進めていくことである。
小中高一貫して研究を進めてきた本校研究を振り返ってみる。これまで全校研究の大枠はあるものの，
各学部がそれぞれに藍面する課題に対して研究を進めてきた。各学部の研究においては，それぞれの
研究計画の基，教育実践をとおしながら検証を進めてきたが，各学部の誼う役割について全校研究の中
で十分な共通理解が図れておらず，その結果，どのような視点で児童生徒を一貫して育てていくべきか，
他学部の研究成果を有効にフィードパックするまで、には歪らなかったと考えられる。
(3) 研究にあたって
今期研究では，各学部の役割と小中高一貫した教育内容について着目することにした。
児童生徒は，それぞれの学部の教育課程で、学び小中高と進級・進学していく。その中で，各学部にお
いて何を大切にして教育活動を展開するのか。一人一人の児童生徒の将来像を見措え，優先すべき課
題に対して，段階に応じて，どのような手だてを講じ繋げてし、くべきか。児童生徒がこれまで獲得してきた
力をどのように生かしていけばよいのか。社会への榛渡しである学校としての役割，また各学部が担う役
割を再度全体で検討することで，共通して学校として取り組んでいくことと，各学部がその時期に必要な
こととして取り組んでむ、くことを桔互に考え，社会生活への移行と， 10年後20年後さらには生謹にわたり安
定して生き生きと豊かな社会生活を営んで、し、くことをめざしたい。
そのために，勤労観・職業観の育成は不可欠であるが，娃期間で築き上げることは難しい。そこで各学
部が，発達段階の時期をどのように捉え，一貫して支援・指導を行っていくべきか考えていきたい。また
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児童生徒の特性の理解と， PDCAサイクノレを活用し，一人一人に応じた豊かな社会生活の実現に迫りた
い。このことは， rキャリア発達Jをどのようにして形成してしてかである。
以上の理由により，今期研究テーマを「豊かな社会生活への移行をすすめる小中高一貫した教育支
援の追究…一人一人に応じたキャリア発達の支援の在り方-Jとして研究に取り組むことにした。
3 研究目的
小中高一貫して，一人一人に応じた「キャリア発達Jを育むために，必要な教育支援の在り方を探究す
る。
ヰ 研究内容
(1) 本校における fキャリア教審jの捉え方
(2) 本校における rキャリア教育全体計部jの作成
5 研究方法
(1)について
本校iこおける『キャリア教育jの捉え方
• rキャリア教育Jの動向についての文献研究を行う。
・これまでの教育実践の基，本校における「キャリア教育Jの進め方を議議する。
・これまでの教育実践の基，本校における「キャリア発達設階jについて協議する。
(2)について
本授における fキャリア教育全体計画jの作成
・本校のこれまでの取り組みをfキャリア教育Jの視点で見室す。
・小中高一貫してfキャリア発達jを育むための， rキャリア教育全体計画jを作成する。
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金一2)を立て，取り組む。
親紫雲十蕗
研究計画は，以下のように計画〔護
6 
金一2)輯究計調
研究事項 主な内容
0研究課題の整理 ‘O前期研究の成果と課題
平 0研究主題の整理 0今期研究の基本的な考え方
成 0研究主題に関する基礎窃究 orキャリア教育jの動rPl
21 0研究構想、 0本授におけるfキャリア教育の在り方jの協議
年 0各学部における研究推進 0各学部における研究主題・研究内容・研究方法の検討
度 orキャリア発逮Jを育む教育実践①
01年次のまとめ orキャリア全体計画(案)Jの検討
01年次の成果と課題の整理
02年次の研究の方向性
。前年度の研究の成果と課題の確認 0今年度の研究の方向性の確認
平 0各学部における研究推進 orキャリア発達jを育む教育実践②とそのまとめ
成 0研究のまとめ orキャリア全体計彊Jの検討
2 02年間の取り組みの全体検証とまとめの方向性
年 0第15回研究発表会報告 0耕究のまとめと報告
度 0折究の総まとめ 0研究の成果と課題の整理
0次期研究への提言
〔表
???????
研究推進委員会
全体研究会
拡大研究部会
研究部会
欝究懇畿ア
???????????
学部研究
小学部 中学部
金-1)研究組織留
5 
〔密
年間を通して下記のように，定期的に研究を進めるための会を計画する。
欝研究部会;火曜日(丹3'"'-'4部)…全学部の研究部員が集まり学部の敦り組みや調整等協議する。
欝学部研究会;水曜日(毎週14:0'"'-')…学部の研究の方向性を確認し実践について協議する。
義勢拡大研究部会;水曜日(月1回程慶14:00'"'-'15:00)…全校講究の方向性の確認や出張報告会など
の発信を行う。
欝研究推進委員会(丹1-2回)…全校・学部研究への助言と研究発表会の企画推進を行う。
畿全体研究会(年間4-5自)…全校・学部研究への意見交換等協議する。
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